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＜連絡事項＞

· 10/20(木)　17：30～18：30　千葉記念講堂で法人研修あり。

· 10/20(木)　14：00～15：00　ウルスラ学院との交流会あり。メンバーの付き添いは大西が行う。当日は、5分前に会場入りできるように移動する。

· 現在、クリスマス忘年会の企画書作成中。12月16日（金）に実施の方向で検討している。また、前日には準備が完了できるよう12月のプログラムを作成し、スタッフは随時協力していくこと。

　　　　　　　

＜外来情報＞

· 秋山　和子様～来年春に行う採血をずっと気にしており、担当医より時期が来たらきちんと連絡
　　　　　　　すると伝えている。風邪で欠席しているデイケアメンバーが多いので「寂しいです」
　　　　　　　と話される。シンラック2本処方されている。

· 戸賀沢　潔様～パチンコの借金があり、借りている人と借金額について話している。本人様は
　　　　　　　「パチンコは楽しいから止められない」と話されており、担当医からパチンコは止
　　　　　　　めるよう繰り返し説明している。

· 神山　和典様～うみねこ幸房で行っているアンデルセンについて、「難しいですが、疲れはありま
　　　　　　　せん」と話されている。

· 溝越　キク様～日曜日忘薬あり。最近血圧高値みられ頭痛も訴えているが、それらは忘薬による
　　　　　　　ものであることを伝え、服薬の必要性を説明している。

· 田名部　浩平様～少し風邪気味であるが、薬を飲むほどではないとのこと。

· 淡路　智恵子様～昨日、八戸赤十字病院にて婦人科検診を受けられたとのこと。結果は11月1日
　　　　　　　　に出るとのこと。

＜外来担当ワーカーより情報提供＞

· 庭野　弘樹様～夕食を17：30頃摂っているが、寝る前にお腹がすくためカップラーメンを食べて
　　　　　　　いるとのこと。「朝、昼はカロリーが控えめなのでこの大丈夫だと思います」
　　　　　　　と話される。デイケア通所については「冬になったらデイケアには来ないと思いま
　　　　　　　す。雪が積もったら八戸駅からデイケアまで歩いてこれないと思うから」と話され
　　　　　　　る。仕事については「すぐできると思う。ブランクはあるが、何とかなるだろう。
　　　　　　　仕事をすることに対しての不安はないです。」とのこと。

· 袴田　淑子様～外来待合室にて空笑されていることが多い。

· 上川原　豊様～腰が痛く「整体に行きたい」と話されている。料金を見て検討したいとのこと。

＜青風荘より情報提供＞

· 馬渡　武光様～低カリウム血症にて八戸赤十字病院に入院加療中。昨日スタッフが本人様と面会さ
　　　　　　　れた際は、表情良く訪問を喜ばれていたとのこと。ご家族様も頻繁にお見舞いに訪
　　　　　　　れ、身の回りの世話を行っている模様。カリウムが正常値に戻られたとのことで、
　　　　　　　早ければ来週中にも退院の方向とのこと。詳細分かり次第、青風荘より情報提供
　　　　　　　される予定。

＜利用者様情報＞

· 中村　与一郎様～通所時より咳、鼻汁の多さ、寒気を訴えられる。昼食時体温測定しており、37.3℃。
　　　　　　　　昼食は全量摂取されているが、悪寒が続くとの訴えあり青風荘に報告している。
　　　　　　　　本日15時に外来受診予定。

· 大久保　康弘様～エアロバイクを逆方向に漕ぐ、ミーティング中に首をぐるぐる回し続けるなど、
　　　　　　　　奇異な行動が見られている。また、時に落ち着きのない行動が見られることもあ
　　　　　　　　り、青山荘に報告している。様子観察していくこととする。

· 佐藤　朗子様～昨日、10月28日に職親に関する研修があり参加したいとスタッフに相談している。
　　　　　　　先日面談時に就労希望聞かれ、スタッフより体力や対人上のストレス対処の面から
　　　　　　　職親や就労を考えられる段階ではないことを説明し、焦らないよう助言すると「す
　　　　　　　ぐに働けなくてもいい」納得されている。今回の件については、職親利用者の体験
　　　　　　　談を聞くのみであるとのこと。

· 田名部　浩平様～デイケアに剣道の竹刀を持参してきている。以前も同様の行為が見られており、
　　　　　　　　スタッフから使用方法によっては危険物ともなりうること、他利用者様で恐怖感
　　　　　　　　を感じる方もおられることから持参は控えていただけるよう説明している。今回
　　　　　　　　の件について、本人と面談して再度理解を促すこととする。

＜ナイトケア利用者様検討＞

森田　清助様（53）統合失調症

【問題点】

· 昨日スタッフとの雑談中、「今、俺何のために生きてるんだろう」と話されている。

【現状】

· ナイトケア利用時はスタッフを目で追っていたり、ナイトケア終了時間を過ぎても在所し話し続けたりするなど、スタッフと話したそうな素振りが見られる。

· ナイトケアメンバーとの交流は少ない。「色んな人と話しがしたい。同じ人とばかりいると面白くなくなる」「飽きっぽいから、その場に慣れてくると居辛くなる」と話される。

· 「土日は街中をブラブラしている。兄が2週間分（次週は兄様が所用で訪問できない為）の生活費を渡してくれたので所持金は2万4000円ある。」「あまり遊びにもいかないし、楽しい事もない。かといってやる事もない」と話される。外に出て体を動かしたいが、年齢的に体力も低下していて自信がないと話される。

· 兄様が毎週日曜に本人様宅を訪問されるが、生活費を渡してすぐ帰宅されるとのこと。また、今週は留守中に合鍵で来室され、テーブルの上に生活費を置いて行かれたとのこと。「退院当初は日曜は兄がくる為一日家にいなければならないと思っていたが、実際は兄はお金を置いていくだけだから家にずっといなくてもいいと思った」と話されている。

【対応】

· 悩み事を自分から相談する事が苦手な為、サインを見逃さないようにする。

· 週１回の面談を継続して行っていく。

· 週末の過ごし方について本人様と検討していく。

· 関係機関と緊密に連絡をとり、ケア会議などでも検討する。

